
長野信用金庫の概要
� （2021年3月31日現在）
創 立：1923（大正12）年9月1日
本店所在地：〒380-8686�長野県長野市居町133番地1
店 舗 数：38本支店　店舗外ATM23ヵ所
常勤役職員数：585名
会 員 数：61,611名

インターネットホームページ：http://www.nagano-shinkin.jp/
当パンフレットのお問い合わせ先：�
長野信用金庫��総合企画部��電話：026-228-0221

しんきんみらい館は、住宅ローンをはじめ各種ローン
のご相談にお応えするため、土日も営業しています。
ローン相談と休日年金相談の来店予約がWEBで	
できます。
●��相談は無料です。お電話での来店予約・ご相談も承っています。
●��社会保険労務士による休日無料年金相談会を開催しています。�
（みらい館本店は第2日曜日、みらい館篠ノ井は第3日曜日）
●��土曜・日曜は相続関連届の受付事務を行っています。�
※お取引店舗への予約が必要です。

●�営業時間� 毎日9：00～17：00�土日も営業しています。　
●�休�業�日� 本　店：��毎週水曜日、土曜・日曜以外の祝日、年末年始

（12/31～1/3）
� � 篠ノ井：��毎週火曜日、土曜・日曜以外の祝日、年末年始

（12/31～1/3）

�のご案内

 本店
〒380-8686�長野市居町133-1（本店営業部内）

0120-610-221
TEL：026-268-0011��FAX：026-225-0226

 篠ノ井
〒388-8007�長野市篠ノ井布施高田72-2

0120-620-272
TEL：026-292-2277��FAX：026-293-3774

トピックス お客さまへのさまざまなサポートメニュー

2021
しんきん

　しんきんは、創業・起業に関する相談、創業計画の作成、補助金・
助成金の申請等をバックアップし、さらに、創業後も課題解決に向
けたサポートを行っています。
●	しんきんの創業支援「しんみせ応援プロジェクト」	
　このプロジェクトは、①創業者育成スキーム“しんみせチャレンジ”
②創業カレッジ③伴走支援スキーム“アテンド訪問”④面的支援ス
キームの4つの柱から構成されています。
－2020年度の実績－
しんみせチャレンジ
・23名の事業者さまから応募があり、6名が
最終選考に合格しました。
創業カレッジ
・22講座31コマの講座を開講し、延べ284名が参加しました。
アテンド訪問
・35回の訪問活動を実施しました。

創業をサポート

　事業承継に関する相談は年々増加しています。
　当金庫では全体の約2割の職員が事業承継・M＆Aエキスパー
ト資格を保有し、幅広い相談に対応しています。相談の内容に応
じて専門家・外部機関と連携を図りながら、お客さまの意向に沿っ
た最適な事業承継についてサポートしています。
●	しんきんの連携外部機関	
　●	長野県事業承継・引継ぎ支援センター
　●	北信地区の税理士法人・コンサルティング会社
　●	全国各地でM＆A仲介実績を持つコンサルティング会社
　●	長野県信用金庫協会と長野県弁護士会との事業承継支援協定
お客さまサポート項目 ： 譲渡先の紹介・交渉、自社株の評価額の試算、相続税額の試算、
後継者育成機関の紹介、自社株対策、弁護士・税理士・公認会計士の紹介

事業承継
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　しんきんは多くの商談機会を
提供するために、2004年から長
野しんきんビジネスフェアをビッ
グハットで開催しています。
　2020年度は新型コロナウイル
ス感染症の影響から中止となり
ましたが、2021年度はビッグハットでの開催に替わり、オンライン
による「長野しんきんビジネスフェア2021 オンライン商談会」を
開催しています。お取引先の販路開拓を支援する取り組みとして、
1年間にわたりオンライン商談会を開催し、ビジネスフェアの新た
な魅力を発信します。

長野しんきんビジネスフェア	オンライン商談会

　しんきんは、より身近かつ便利な情報をお客さまにお届けする
ために、デジタル化に取り組んでいます。
●	リモート万相談会
　対面式に加え、新たに「リモート万相談会」を2020年10月から6回開催。
●	オンラインセミナー	　
　2020年度はオンラインで5セミナーを開催、累計で403名が参加。
　●	ものづくり補助金活用セミナー
　●	知的財産活用セミナー
　●	ミイダス×dodaキャンパス人材採用革新セミナー
　●	事業再構築補助金等中小企業支援策セミナー
　●	事業再構築補助金セミナー～公募要領解説と事業計画作成のポイント～

オンライン（リモート）を活用した相談会・セミナーを開催

　しんきんとINPIT*長野県知財総合支援窓口は知財普及活動に取
り組んでいます。コロナ禍で経営環境が大きく変化した事業者に対
して、知的財産の活用をサポートする取り組みとして「INPIT×長野し
んきん『知財サポートサービス』」と特許庁「知財戦略構築のためのハ
ンズオン支援」の取り扱いを開始し、31件の相談に対応しました。
＊INPIT：特許庁所管の独立行政法人工業所有権情報・研修館 
※知財（知的財産権）：特許権、実用新案権、意匠権、著作権、商標権など。 

知的財産を活かした事業基盤の強化をサポート

2020年度		事業のご報告	（2020年4月1日～2021年3月31日）



WEB完結型融資商品をご紹介します。

　2020年度の預金積金は、法人・個人の
流動性預金が伸長したことから、期末残高
は期中451億円増加して、8,482億99百万
円となりました。
　2020年度の貸出金は、事業性資金と住
宅資金が堅調に推移したことから、期中
169億80百万円増加して、期末残高は
3,466億16百万円となりました。

　しんきんはみなさまからお預かりしてい
る預金積金を貸出金のほか、国債・社債等
の有価証券と信金中央金庫への預け金で
運用しており、運用にあたっては、安全性
を重視した方針を堅持しています。
　2020年度の有価証券は期中274億3
百万円増加して、4,493億93百万円となり
ました。
　預け金は、期中516億49百万円増加し
て、1,864億90百万円となりました。

　貸出金利回り・有価証券運用利回りの低
下による資金利益の減少およびその他業
務費用の増加により、業務純益は前期比9
億54百万円減少して13億55百万円とな
りました。この結果、経常利益は前期比2
億79百万円減少して16億15百万円とな
りました。
　一方、当期純利益は税金費用の減少によ
り、前期比1億53百万円増加して13億97
百万円となりました。
　なお、「実質業務純益」、「コア業務純益」、
および「コア業務純益（投資信託解約損益を
除く。）」につきましては、2019年度分から開
示しています。
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■□ 預金積金 （単位：億円）
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■□ 貸出金 （単位：億円） ■□ 貸出金使途別内訳 （単位：%）

3,466億円
（2021年3月末）

設備資金
（20.5）

運転資金
（53.2）

住宅
関連資金
（22.5）

個人消費資金
（3.5）

国債 地方債 社債 株式 外国証券 その他の証券

2021年3月末　合計 4,493

2020年3月末　合計 4,219

2019年3月末　合計 4,239

■□ 有価証券の種類別構成 （単位：億円）

1,427 442 1,077 199 568504

1,476 442 1,121 268 577607

1,512 466 1,107 223 651277

■□ 有価証券種類別残高 （単位：%）

4,493億円
（2021年3月末）
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（12.8）

社債
（24.9）

国債
（32.8）

地方債
（9.8）

外国証券
（13.5）

株式
（5.9）

0

25

20

15

10

5

0

25

20

15

10

5

0

25

20

15

10

5

25

16
13

23

11

2018年度 2019年度 2020年度

17

25
22

14

2018年度 2019年度 2020年度

18
16
13

16

12

20

2018年度 2019年度 2020年度

■□ 業務純益・実質業務純益 ■□ コア業務純益・コア業務純益 ■□ 経常利益・当期純利益（単位：億円）
実質業務純益業務純益 経常利益 当期純利益

コア業務純益
 （投資信託解約損益を除く。）

（単位：億円） （単位：億円）
　（投資信託解約損益を除く。）

コア業務純益

　自己資本比率は金融機関の健全性・安
全性をみる重要な指標の一つです。
　2020年度末の自己資本比率は25.39%
であり、引き続き高水準の自己資本比率を
維持しています。
　また、リスクへの備えとしての自己資本
額は前期より17億12百万円増加して、
757億98百万円となりました。そのほと
んどがみなさまからの出資金と特別積立
金で占められており、自己資本の質は良好
な水準にあります。

　金融再生法開示債権は、貸出金のほかに債務保証見返、外国為替、未収利
息などを含みます。
　新型コロナウイルス感染拡大の影響が地域社会にも大きく影響を及ぼし
ている状況であり、開示債権額は前期比18億59百万円増加して171億87
百万円となりました。総与信残高に占める割合は前期比0.31ポイント上昇し
て4.92%となりました。
　このうち、担保や保証・貸倒引当金などにより141億39百万円が保全され
ており、未保全額は30億48百万円になりますが、特別積立金695億47百万
円により十分にカバーされており、不良債権に対する備えは万全です。
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■□ 自己資本比率と自己資本額
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■□ 不良債権額と保全額 （単位：億円）
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業績のご報告2020年度

しんきんの住宅ローンは、 
新築・増改築・土地購入など 

マイホームプランを応援します。
■  3種類の金利タイプから 

選択できます。
■  最長35年でゆとりを持った

返済が可能です。
■  最高1億円までご融資。

しんきんの 
住宅ローンのご案内

■	WEB完結型なら申込からご契約まで
ネットで完了！

※当金庫に口座をお持ちでない方、当金庫へお届けの氏名・住所等に変更の
　必要がある方は、ご来店が必要になります。

■ マイカーローン
・マイカーの購入など、幅広いお使い
 みちでご利用可能です。
・ご融資金額は最大1,000万円まで。
■ フリーローン「五つ星」「快速！なんでも応援団」
・おまとめ、お借換えも含め、お使いみちは自由です。
・事業資金にもご利用いただけます。
■ カードローン「ペアカード」「きゃっする」
・お使いみち自由なカードローン、急な出費にも
 備えられます。

ご来店も郵送も不要です！
取扱商品

預金積金と貸出金

その他の運用

収益の状況

自己資本比率

不良債権〔金融再生法開示債権ベース〕

■ インターネット定期預金も取り扱っています。

コア業務純益は2019年度から開示

コア業務純益は本業のもうけを表す指標
であり、業務純益に一般貸倒引当金繰入額
を加え国債等債券関係損益を差し引いた
ものです。

実質業務純益は2019年度から開示

業務純益は金融機関が本来の業務活動か
ら得た1年間の利益であり、実質業務純益
は業務純益から一般貸倒引当金繰入額の
影響を除いたものです。


